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センター広場にて

ミニ楽座市 も開催！
近江楽座って何？
どんなプロジェクトがあるの？
部活・サークルとどう違うの？

月 日

部活、サークル、近江楽座。

2015 ４ 22 23年 月 ・ 日

-近江楽座合同説明会 -- 近江楽座合同説明会 -- 近江楽座合同説明会 -- 近江楽座合同説明会 -- 近江楽座合同説明会 -

交流センター にて15:00-19:00



＠raku z a _ s t u d en t

わからないことがあれば、

rakuza. s t uden t@gma i l . com

まで！

ツイッターでも
イベントのお知らせや活動紹介をしています♪

近江楽座学生委員会

近江楽座で培った “楽しいをつくる” チカラは地域
を元気にするだけでなく、いろんな人や場所と繋が
るきっかけになってきました。“楽しい” という名の
エネルギーは世界をも変えるとか変えないとか。

県大に来たなら一度はぜひ経験してほし
い。楽座ではたくさんのことを学び、様々
な人と出会えました。また、デザインのソ
フトも使えるようになり、リーフレットや
このチラシも担当させて頂きました。

自分と正反対の感性をもった後輩、自分にまった
くなかった高く熱い志をもった同回生、自分を叱っ
てくれるまちの人、自分を応援してくれる先輩と
出会いました。４年前、「喫茶店」というキーワー
ドだけに惹かれて入った世界。近江楽座。

キャンドルナイトが成功した時や、自分達の
思い描いたキャンドルが実際に形となって出
来上がった時に、やりがいと楽しさを感じま
す。また、様々な人と関わり、仲良くなれる
ことも近江楽座の楽しみの一つです。

快蔵は建築の先輩と技術的なことを学べて、
地域の人とも交流できる場だから。かみおか
べは他学科の人や地域の人と話せる場で、自
分にはない考えに触れることができると考え
たから。あと古民家に住みたい。

入ったきっかけ 楽しかったこと 身についたもの

近江楽座とは ...! 楽座での経験を活かして

参加
チーム

とよさと快蔵プロジェクト

おとくらプロジェクト

フラワーエネルギー「なの・わり」 菜の花 /ひまわり /エネルギー
ブラックバス /駆除 / 啓発活動
健康 /コミュニケーション /看護
近江八幡 /三階蔵 /魅力発信
茅葺き /山間集落再生 /山間文化の保護
多賀町 /八百秀アパート /古本市
豊郷町 /無農薬野菜 /野菜の生産販売
田の浦 /復興支援 /交流イベント
信楽 /窯元散策路 /shiroiro-ie
キャンドル /エコ / 教室 / 販売
建築 /復興支援 /設計・施工
古民家改修 /食卓イベント /ひょうたん
地域文化財 /学生学芸員 /博物館
政所 /お茶づくり /暮らし・文化
気仙沼市 /竹林保全 /復興拠点
古民家改修 /シェアハウス /Bar 運営
障がい児・者支援 /体験活動
喫茶 /ギャラリー /イベントスペース

政所茶ャレン茶 ー゙

かみおかべ古民家活用計画

信  楽  人・ ・
あかりんちゅ

滋賀県大 BASSAR S’

男鬼楽座
Taga-Town-Project

三階蔵部

とよさらだプロジェクト
たのうらまちづくりプロジェクト

木興プロジェクト

スチューデント・キュレイターズ

たけとも - 竹の会所 友の会 -

Harmony

2014 年度チーム名一覧 ( 全 18 件 ) キーワード

未来看護塾

各プロジェクトの
紹介は、入学式でもらった
このリーフレットをみてね！

企画：近江楽座学生委員会
協力：近江楽座事務局
後援：滋賀県立大学　
　　　スチューデントファーム「近江楽座」

学生も

大学も

地域も、

いっしょに育つ。

「近江楽座」＝学生らしさを活かして、地域に学び、育ち、貢献できる場

竹岡　寛文（フリーランサー）
とよさと快蔵プロジェクト

■ 地域の課題に大学・学生が取り組み、地域の活性化に向けて共に活動する。

■ 学生が地域の方々と一緒に活動することにより、学内だけでは学べないことを体験する。

■ 大学と地域が共同して、よりよい地域づくり・人づくりにつながるしくみをつくる。

教育効果を高め、大学と地域の連携を深めるための３つの目標

滋賀県立大学の “スチューデントファーム「近江楽座」‒まち・むら・くらしふれあい工舎‒” は、地域貢献
を目的とする学生主体のプロジェクトを募集、選定して、全学的に支援する教育プログラムです。
平成16年度に文部科学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」に採択され、平成18年
度までの3年間の活動実績が大学発地域貢献の先進的な取り組みとして、学内外で高く評価されました。
そして、翌平成19年度からは大学独自の予算を用いてプログラムを継続し、これまでに培ってきたノウハ
ウや地域とのつながりを活かし、さらなる活動を展開しています。

「近江楽座（おうみらくざ）」とは？

３つのサポートシステム

■活動助成システム

■コンサルティングシステム

■地域「知」のリソースシステム

近江楽座専門委員会・学生委員会・近江楽座事務局（地域共生センター）
の連携の下、3つのサポートシステムにより、全学的に活動を推進しています。

教員の指導・助言に加え、行政や専門家の紹介など、学生がプロジェクト
を進めていくために必要なコンサルティングを行います。

 “スチューデントファーム「近江楽座」”として選定されたプロジェクトの事業
計画に基づき、活動に必要な事業費を審査し、助成します。

大学と地域連携に係わる情報を他大学、研究機関、行政、NPO団体など
と共有化・活用するためのデータベースを構築し、活動をサポートします。

プロジェクトタイプ
平成19年度より、「地域活性化への貢献」をテーマに学生主体の地域活動を行う「Aプロジェクト」に加え、
新たに、自治体や企業等から提示された課題について、学生主体のプロジェクトチームを結成し活動する
「Bプロジェクト」がスタートしました。

「地域活性化への貢献」をテーマとする学生主体の地域活動を募集します。
昨年度までの継続活動を対象とした①「継続プロジェクト」、新規活動を対象とした②「新規プロジェクト」、
さらに新たに③「Sプロジェクト」として、これまでの実績をもとにステップアップを目指すプロジェクトで、活
動資金の助成を必要としないプロジェクトの 3つの区分で募集し、支援するプロジェクトを選定しています。

■ Aプロジェクト

■Bプロジェクト

自治体や企業、団体等から依頼のあった課題について、「近江楽座」として取り組むテーマを設定し、学
生主体のプロジェクトを募集します。 学生チームにはテーマに対する企画提案を求め、採択されたチーム
は、指導教員と地域共生センターがフォローし、依頼先と共同で取組みます。

「地域活性化への貢献」をテーマとする学生主体の地域活動プロジェクト。

継続プロジェクト

新規プロジェクト

）始開りよ度年32成平（ トクェジロプS
活動資金の助成を必要とせず、これまでの実績をもとにステップアップを目指す取組

学生主体のチームが自治体や企業等から提示された課題に、プロポーザル方式で企画提案を
行い、選定されたチームと依頼先とが共同で取り組むプロジェクト（平成19年度より開始）

滋賀県立大学 スチューデントファーム「近江楽座」 ̶まち・むら・くらしふれあい工舎̶
http://ohmirakuza.net
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新入生はもちろん、
２回生以上も是非！

楽座っ子も他のチームを
知るチャンス！

◯ ○ 男子× △ △ 女子 集まれ！

ものづくり女子 クリエイティブ女子
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アクティブ男子

熱血男子 多才男子

楽座メンバーを一部紹介！

馬場孝明
環境科学部環境建築デザイン１回生

辻紗貴子
人間文化学部人間関係学科 2 回生

宮崎瑛圭
環境計画学科専攻　院１回生

吉田瑛里奈
環境科学部環境建築デザイン３回生

久保晃
環境科学部 環境政策計画学科

(くぼ・あきら ) ( みやざき・てるよし )

( ばば・たかあき ) ( よしだ・えりな )( つじ・さきこ )
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